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　1854年オランダ・アムステルダムに
て創業のダイヤモンド・カッティング
ジュエラー「ROYAL ASSCHER」（㈱
ロイヤル・アッシャー・オブ・ジャパン
＝代表取締役、槐健二）は、7月24日
に創業170周年を記念し「ROYAL
ASSCHER SIGNATURE CUT -
COLLECTION」より新作ハイジュエ

リーを発表
した。
　同コレク
ションは、創

業以来受け継いできた「ダイヤモンドを
最も美しく輝かせたい」というアッ
シャー・ファミリーの情熱が結実した、
4つの国際パテントを取得している「ロ
イヤル・アッシャー・カット」、「ロイヤ
ル・アッシャー・ブリリアントカット」、
「ロイヤル・アッシャー・クッションカッ
ト」、「ロイヤル・アッシャー・オーバル
カット」のダイヤモンドを使用したジュ
エリーコレクションとなる。
　今回新たに登場したネックレスは、4
種のシグニチャーカットダイヤモンドを
贅沢に配置。ダイヤモンドに立体感を
生み出す緻密なセッティングと、着用時
に美しく首に沿うように考えられたデザ
インは、卓越したクオリティと優れたク
ラフトマンシップが融合した、極上の

アートピースのようなジュエリーだ。
　併せて発表されたピアスは、メイン
に飾られた「ロイヤル・アッシャー・カッ
ト」が、葉や花を連想させる４石のマー
キースカットのダイヤモンドとともに、洗
練された美しさを放つ。
　また新作の発表を記念して、同日よ
り、オフィシャルウェブサイト内のブラン
ドオリジナルコンテンツ「ロイヤル・アッ
シャー・ジャーナル」にて、新連載「ロイ
ヤル・アッシャー・ダイヤモンド、永遠の
美の源」を配信開始。全5回を予定す
るこのコンテンツでは、各回で国際パテ
ントを取得しているダイヤモンドのオリ
ジナルカット
の開発秘話
を紹介する。
画 像 等 は
watch-jew-
e l r y - o n -
line.comで。

　㈱今与（京都市中京区、今
西信隆社長）が製造・販売す
る、京都発のハイジュエリーブ
ランド「kagayoi（かがよい）」か
ら、8月7日～20日、阪急うめだ
本店、阪急メンズ大阪で開催さ
れる夏の人気フェア「PEA -
NUTS TREASURE」限定で、
「スヌーピー」モチーフの新作ダ
イヤモンドジュエリーが発売さ
れる。フェアに先駆け、7月30日
午後7時から阪急百貨店オン
ラインストアで、この新作ダイヤ
モンドジュエリーの先行販売が
開始された。
　今回発売する新作ダイヤモ
ンドジュエリーは、PEANUTS TMの
大人気キャラクター、SNOOPYをモ
チーフに、御所車を象ったモダンな

ジュエリー、『「kagayoi」
かぐるまコレクション』とし
て、ブローチ、ピンブロー
チ、ペンダントの3種類を
展開。ダイヤモンドの輝き

と車輪のスポークの輝きのコントラスト
で、華やかさだけではなく装いに上品
さを与えるハイジュエリーに仕上がっ

ている。
　「kagayoi」かぐるまコレ
クションは、御所車を象った
モダンなジュエリーコレク
ション。長く大きく放射状に
広がる光の線が凛とした印
象を与える。御所車の車輪
のデザインは、真っすぐ前進
することを意味するポジティ
ブなモチーフ。直線の細くと
も美しく強いスポークによ

り、光の反射で車輪が回っているかの
ように見える軽やかでリズミカルなデザ
インは、服装に寄り添いコーディネート
に溶け込む。男女兼用で使用できるア
イテム。
　写真＝左から）ブローチ1,100,000
円、ピンブローチ550,000円、ペンダン
ト550,000円。

創業170年記念 ROYAL ASSCHER
SIGNATURE CUT COLLECTIONより
新作ハイジュエリーが登場

　RX Japan㈱による2回目の
「TOKYOJEWELRY FES’25 -
Summer」が7月に開催された。
昨年の第1回目は主催者による主旨が
あまり反映されず、目的を理解しない
出展社も多かったが、今年は主旨に賛
同する出展社が増えたような印象だっ
た。
　フェスの目的は、IJTなどに出展する
人たちからの「ジュエリー離れをどうに
かしたい」「ジュエリーを身に着ける人
を増やしたい」「もっとジュエリーを売
りたい」というニーズに応えたBtoCの
イベントを立ち上げ、主にブランドや全
国展開する小売店による販売の機会
とされている。
　昨年の第一回目のスタート前には、
某ジュエリーの小売団体を中心とした
署名による反対運動が主催者に提出
されたが、今となってはその団体の小
売店がフェスに出展している。反発を
あきらめたのか、フェスを認めたのかは
定かではないが、最近は何かを発表し
ても、その結果や事後報告を蔑ろにし
ている点が残念でならない上、業界の
モラルの低下が著しいと言わざるを得
ない。
　今回初出展したベリテは、主催者が
最初からフェスの出展社として理想と
した小売企業のひとつだ。このような
ジュエリーの小売店によるPRと販売
機会が広がれば、根本的なジュエリー
需要が伸びると考えられている。また
今回も多少の安売りや赤札が見られ
たが、前回よりも大幅に改善され、会
場で売れる単価は上がっていないも

のの次回への期待には繋がったので
はないだろうか。
　ただし、前回にも明らかとなり指摘
したが、フェスに来たユーザーが1月の
IJTに来るようになること。主催者とし
ては呼ぶことはないとしているので、出
展社が呼んでいるか自ら来ているかの
どちらにしても、フェスからIJTに流れ
ていることは事実である。
　今の現役世代による解決は期待で
きないが、これは主催者と出展社の両
社に課せられた課題であり、次世代に
いつまでも繋ぎ続けるべきではない。
　ただフェスを見ていると、ハイジュエ
リーや高額商品を購入できそうなユー
ザーの来場はまだ少ないかもしれない
が、フェスとしてのポテンシャルの高さ
は十分に感じられる。
　今年から日本ジュエリーベストド
レッサー賞の第35回表彰式もフェス
で行われるようになり、芸能人が身に
着けたジュエリーもスポンサーになっ
たナガホリ㈱とニッチン(有)によるハイ
ジュエリーとなったことで、従来の冗長
なベストドレッサー賞よりも格段にPR
の仕掛けとして機能したと思う。さらに
今回は、特別ブースに芸能人が身に着
けたジュエリーを飾り、高級ラインを紹
介することで、ユーザーのジュエリー
への憧れの気持ちを引き出すことに繋
がり、評価に値することだった。本来、
改善が必要な点が山ほど見えることを
課題とせずに何年も継続してきたこと

が不思議で、やっとスタートラインに
立てたような気持ではないだろうか。
　あとは、継続していく上で販売価格
の中心帯をどこまで高くできるかで、低
価格で止まれば、他で行われている
フェスと変わりなくなってしまう。これら
を出展者がどこまで意識しているかが
重要である。
　実際に現在の売上のほとんどを占

めているのは海外のソー
シャルバイヤーであり、こ
れからも主催者はソー
シャル系の誘致に力を入
れていくとしている。

　フェスが良いのか、IJTが良いのかと
いう議論が業界の中にはあるが、どち
らも良くどちらにも悪い点は存在する。
強いて言うならば、歴史あるIJTの改
善すべき点を諦めている出展社が多
いことの方が問題で、改善点はあれ、
これからに期待できるのはフェスであ
ることは今の時点では明確だ。主催者
もフェスにおいては、出展社の意見や
第三者の意見ではなく、「来場する
ユーザーの意見を聞いて」継続してい
くとしており、業界内からの意見は繁
栄されないようだ。
　このフェスをどのように活かすかは
出展社である各小売店や販売者に掛
かるが、業界としては相乗効果を狙え
るようになるだろう。フェスに出た小売
店は、販売後のメンテナンスにおいて
はリアル店舗があることをメリットとし
ており、高額商品になればなるほどケ
アによるユーザーとの接点を結び易く
なるなど、販売機会の広がりを想定で
きるかもしれない。このような声が出て
いることには期待が持てる。売りっぱ
なしにならない傾向であり、昔のように
メンテナンスの要望が増えれば、それ
だけ需要が高まっている証だ。まだま
だただ名前を変え、一見ブランドの
ように並べている出展者は多いが、
このような販売機会の創出による相
乗効果を国内市場だけでなく、IJT
などのBtoBにも若手の力で拡げる
ことに期待したい。

次への期待高まった

次世代へ繋げたいジュエリーの魅力
TOKYO JEWELRY FES
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